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高齢被験者の 仙骨部接触圧 と組織血流量 に及 ぼす

　　褥瘡 予 防寝具の 効 果 と身体的特徴 との 関係
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Abstract

　　To　examine 　the　ef［ect　of　bedsere　prevention　mattresses 　on 　contact 　pressure　and 　tissue　blood　fiow　in　the　sacral

skin 　of　elderiy 　adults 　and 　its　connection 　w 圭th　physical　characteristics ，　experirrlents 　were 　carried 　out 　using 　two 　types

of　bedsore　prevention　mattresses 　and 　a　general−purpose 　bed　mattress ．　 Subjects　were 　eight 　female　and 　seven 　male

elderly 　adults ，　Contact　pressure 　decreased　remarkably 　and 　tissue　blood　flow　increased　with 　the　use 　of　bedsore　pre−

vention 　mattresses ，　but　not 　with 　the　general−purpose 　mattress 　in　subjects 　with 　a　low　fat　ratio．　 Thus，　use 　of　bedsere

prevention　mattresses 　is　an 　effective 　measure 　for　preventing　pressure　ulcers 　in　thin　elderly 　individuals．
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1　 緒 　　言

　 わが 国 の 高齢 化 は 世界
・
の ス ピードで 進 行 して い る。

2010年の 国勢調査 に よれ ば、日本 の 高齢化率 は23．1％

で あり、すで に わが 国 は超高齢社会 に突人 して い る ％

国立 社 会保 障 人 凵 問 題研 究所 の 将 来 推 計で は、2055年

に は 生 産 労働 人 口約 4000 万 人 に 対 し、65歳以 上 の 老年

人 ロ が 約3650万 入 に 達 し、14歳 以 下 の 年 少 人 口 は約

750万 人 に まで 減少す る と試算 され て い る
1 〕

。 高齢化

の 進行 に と もな い 、寝た き りや そ れ に 近 い 状 態の 要介

護者 も増加する もの と考え られ て お り、今か らユ3年後

の 2025年 に は そ の よ うな状 態 の 高 齢 者数 は 230万 に 及

ぶ と推定 さ れ て い る
Zエ

。

　寝た き りや それ に近 い 状 態 の 高齢者に頻 発 す る褥瘡

も深刻 な問題 と して、1990年台 か ら話題 にな っ て い る。

1999 年 に は 褥 瘡 に 特化 し た 凵本褥 瘡学会が 設立 さ れ、

医 学 ・看 護 学 な ど の 面か ら様 々 な検 討が な されて い る。

2002年に は 厚生 労働省が 医療機関等に 対 し褥瘡対策未
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実 施減 算制 度 を導入 す る な ど、行 政 面 か らの 対 策 も図

ら れ て い る。

　 褥瘡 は、医 学 的 に は 人 体 局所 の 持 続 的 圧 迫 に よ る 虚

血性 の 皮膚壊死 と定義 さ れ て い る
／／．。また、褥瘡 は人

体の ご く限 られ た 部位で 発症する とい う特徴が ある 。

好 発 部位 は、仙 骨 部、大転 」
二

部、踵 骨、坐 骨 結節 部、

肩 甲骨、頭 部 で あ る
4 ・
％ こ れ ら の 部位 は 、い ずれ も

皮 下脂 肪 な ど の 軟 部 組 織 が 少 な く骨 形 状 が 比 較 的突 起

し て い る な どの 共通点が み られ る。特 に、寝た き りや

そ れ に 近い 状態の 高齢褥瘡罹患者 に は 仙骨部褥瘡が 圧

倒 的 に 多 い 。医療 現 場 か らの 撮告 例 で は、褥瘡発 症 数

の 50％ か ら80％ が 仙骨部 に 集中 し て お り、仙骨部が 褥

瘡の 最好発 部位 とい え る
／S −S ）。

　 した が っ て、寝 た きりや そ れ に 近 い 状態の 高齢者 に

多 くみ られ る仙骨 部 褥 瘡発 症 予 防 の 観点か らは、仙骨

部に 寝具か ら加 わ る 集 巾的 な応 力 （以 下、仙骨 部 接 触

圧 と い う） と仙骨 部 の 皮 下微小循環 （以 ド、組織血 流

量 とい う） との 関係 性 を明 確 に した ヒで 、圧 迫力 の 低

減化 や持続的圧迫 の 断絶 に よ り組織 而流 量 の 確保 を図

る こ とが極 め て重 要 とな る e さ らに、褥 瘡の 発 症 要 因

に は 罹患者の 体形、体力、栄養状態、清潔 さ、浮腫 な

ど も指 摘 され て お り、体 形 的 に は 「る い そ う」 な どの
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痩 せ 型 に罹 患 者 が 多 い こ と も よ く知 られ た事 実 で あ

る
IV，。も ちろ ん 、こ れ まで に も圧 力分散や 減圧 効果 を

謳 っ た 多 くの 褥瘡予 防寝具や 関 連製品が研 究開発 され

て い る tt 例 え ば、オー
ス トラ リ ア に お い て は シ

ープス

キ ンが 褥瘡予 防寝具 と し て 有効で あ る と さ れ て お り、

医療用 晶認定規 格 も整備 され て い る
1
％ しか し、寝 具

類か ら人体仙骨部 に加わ る接触圧 と組織 血流量を同時

に 直 接 計 測 した例 や 褥 瘡発 症 と罹 患 者 の 身体 的特 徴 と

の 関連 性 に 関 する 研究例 は 必 ず し も豊富 で は な い
］：，］：i．。

　 そ こ で 、今 回、褥 瘡 の 最好 発 部 位 で あ る仙 骨 部 に注

日 し、15名の 高齢被験者に よ り褥瘡予防寝具 に 静止 仰

臥 した ときの 仙骨部接触圧 と組織血 流 量を同時 に計測

す る と ともに 被 験 者 の 身体 的特 徴 との 関係 に つ い て 考

察 を加 えた 。

2 ．倫理的配慮

　被験者実験 は 、大阪府立 産業技術総 合研 究所の 「人

を対 象 とす る 研 究 に 関す る倫 理 ガ イ ドラ イ ン 」 に基づ

き届け出を行い 、承認 を得て 実施 した 。 なお 、 各被験

者 に は実験 の 内容 に 関 す る十 分 な イ ン フ ォ
ーム ドコ ン

セ ン トを行い 、含 意 を得た上 で 実験 に協力い た だ い た。

3 ．実験方法

　試 料 と して 3 種 類 の 寝 具 を用 い た。試 料 の 外 観 を 図

1 に 示 した 。 褥瘡 予 防寝具 に は 、 図ユa に 示 した静止

型褥 瘡 予 防 ウ レ タ ン マ ッ トレ ス （以 下、ウ レ タ ン マ ッ

ト レ ス とい う） を選定 し た。ま た、図 lb に 示 す よ う

に ウ レ タ ン マ ッ トレス に シ ープ ス キ ン を 重 ね敷 い た も

の （以 ド、オーバ ー
レイ とい う）に つ い て も実 験 を行っ

た 。 さ らに、褥瘡予 防寝具 との 比較試料 と して 、一
般

的 な マ ッ トレ ス を用 い た、、　・
般 的 な マ ッ トレス に は、

被験 者実験 に寝台 と して 利川 した 市販 の 介護用 ギ ャ ッ

チ ベ ッ ドに 附属 され た マ ッ トレ ス （パ ラ マ ウ ン トベ ッ

ド社製プ レ グ ラ
ー

マ ッ トレ ス KE −553、以 下、汎用マ ッ

トレ ス とい う） を選 定 した （図lc）。

　仙骨部接触 圧 お よ び 組織．血 流 量 の 測 定 に は、図 2a

に 示 した レ ーザードッ プ ラ
ー接 触 圧 ・血 流 セ ン サー

〔エ イ ・
エ ム ・

ア イ テ ク ノ 社製 AOOIOT ） を用 い た，、

　 　 　 　 　 　 　 図 1　 試料 の 外 観

a ：ウ レ タン マ ッ トレ ス、b ；オ ーバ ーレ t 、cl 汎 用 マ ッ ト レス

1一
ド ッ プ ラ

ー組織 血流 計 （a ）
“
接触圧 ・組織血流 セ ン サー （b）
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こ の セ ン サ
ー

は、図 2bに 示 す よ うに レーザー照 射
．
受

光 窓 を ［1i心 に備 え た 直径 30mm の エ ア パ ッ ク で あ り、

接触圧 セ ンサー
端子は 接触圧 検出器 （エ イ ・エ ム ・

ア

イ テ ク ノ 社 製 AMI3037 −10） に 接 続 し、組 織 血流 セ ン

サー端 子は レ
ーザー

ドッ プラ
ー
組織 血流 計 （オ メ ガ ウ ェ

ー

ブ 社 製 OMEGA 　FLOW 　FLO −Cl） に接 続 した，，こ れ

を被験者の 仙骨部に 貼付 し、仙骨部接触圧 をエ ア パ ッ

ク の 内圧 変化 に よ り測 定 しつ つ 組織 血 流 量 を レ ーザ ー

ドッ ブ ラ
ー組 織血 流計 に よ っ て 非襲侵で 同 時に 測定 し

た tt なお 、使 用 し た レーザー光 は 波 長 780nm の 赤 色

光 で あ る。レ
ーザー光 の 幅 は lmm で 、皮 ド約0，5mm

の 深度まで 到達す る
1“

。 レ
ー

ザ
ー

ドッ プ ラ
ー
組織血 流

法 は、照 射 され た レ ーザー光 が皮 ド微 小 循 環 を運 動す

る 赤 血球 に 衝突する 際に は 周 波数が シ フ トす る が 、静

IE状 態 の 赤 血 球に衝 突 して も周波数変化は 牛 じな い 性

質 を利用 した もの で あ る
1’／・／／’／

。 こ の 性質 に よ っ て 、受

光器 に戻 っ て くる 周波 数 の シ フ トした レ
ーザー光 の 割

合は赤 血 球数 に 比 例 し、シ フ トの 大 き さ は 血 流 速度に

比 例 す る こ とに な る の で 、赤 血球 数 と血 流 速 度 の 積か

ら組織血 流量 を求め る こ とが で きる 。 レ
ー

ザ
ー

ドッ プ

ラー組織 血 流 測 定法は、そ の 安全 性 や 簡 便性 か ら広 く

利用 さ れ て い る
14 −17 〕。

　被 験 者 は高 齢 者 15名 と した。男 性 被 験 者 8 名、女性

被験者 7名で あ り、年齢 は 60歳か ら64歳が 1 名、65歳

か ら69歳 が 8 名、70歳 代 3 名、80歳 代 3 名 で、’
ド均 年

齢 は71．4歳 で あ っ た。実験 は、介護施設 で 使用 され て

い る外側が 平織 で 内 側が ニ ッ 1・生 地 の 綿 100％ の パ ジ ャ

マ を被 験 者 に着 用 させ 、試 料 Eに仰 臥 姿 勢 で 静 止 状 態

を維持 させ て 行 っ た 。 掛け布団に は 介護施設で 利爪 さ

れ て い るポ リエ ス テ ル 中綿の もの を用 い た。なお、医

療機関や 介護施設にお ける状 況を考 え、下 着に つ い て

は
一

般 的 な もの の 着 用 を認 め た が、被 験 者 の 仙 骨 部 に

レ ーザードッ プ ラ
ー接 触 圧 ・血 流 セ ン サーを貼 付 す る

前 に試料の 上 で
一

度仰臥姿勢を と らせ 、入 床状態を確

認 した後、上 半 身 を起 こ した状 態 （座 位 姿勢 ）で レ ー

ザードッ プ ラ
ー接 触 圧 ・血 流 セ ン サーを被験 者 の 仙骨

部 に貼 付 した 。そ の 後、直 ち にパ ジ ャ マ ．L 着 の 背 巾側

裾 を軽 く引 っ 張 り、フ ラ ッ トな状 態 に し、そ の ま まパ

ジ ャ マ 生地 に皺 な ど を発生 させ な い よ う留意 しつ つ 再

び試料 ヒで 仰 臥静 止 状 態 を と らせ て 測 定 を開始 した。

測 定 時 間 は 60分 間 と し、測 定 聞隔 は 1秒 問 に 1回 と し

た。ただ し、被験者の 体動お よ び 姿勢 の 落ち着 きを 考

慮 して、計測開始か ら 】5分 間の デ
ー

タ な らび に試験後

期 に は多 くの 被 験 者 に お い て 体 動 が 観 察 さ れ た こ とか

ら計測 終
．
∫前 15分 閭の デ

ー
タ を除 く、1

．
t
’
［央の 30分間 の

測 定 値 をデ
ータと して 採 取 した tt 測 定 は、温 湿度 23±

3 ℃ 、 50 ± 5 ％RH に 調整 し た 実験室内で 実施 した 。

なお、各被験 者 か ら 3種類 の 試 料使 用 時 の デ
ー

タ を採

取 し た が 、生活時 間帯 に よ る 身体状態 の 影響 を低減化

す る 目的か ら、測定 は 異 な る 凵の 同
・
時 間帯 に行 っ た。

す な わ ち、　 ・人 の 被験者 に 対 して 計 3 凵 を要 して 実験

を行 っ た。

　 なお 、実験 開始 前 に 各被 験 者の 身体 的特徴 と し て 、

身長 を 測 定 し た 後、オ ム ロ ン 社 製 HBF −362 を 用 い て 、

体重 、Body　Mass　 hndex　 CBMI）、体脂肪率お よ び皮
．
ド脂肪率を計測 した 。 体脂肪率お よび皮 ド脂肪率の 測

定 に は 非 襲侵 測 定 法で あ る 生 体 イ ン ピー
ダ ン ス 法 （BI

法）
IE ・’91，

を採 用 し、直立 静 L状 態 の 被 験 者 の 両 手 と両 足

問 に50kllz、500μA の 直流 電 流 を流 し、計測 した
1／／；。

被験者の 身体的特徴 は、性別 ご とに平均値 と 標準偏差

を求 め、性 別 間 の 有意 差 は t分 布 を利 用 した 有 意差 検

定 に よ り調べ た tt

　 また、各試 料 か ら得 られた 被験 者 の 仙 骨 部 接触 圧 の

平均値 （以下、平均接触圧 とい う）お よ び 標準偏差 な

ら び に組織．血流 量 の 平 均 値 〔以 ド、平 均 組 織 亅血流 量 と

い う）お よび標準偏差 を性別 ご とに 求 め、平均接触圧

お よ び 平均 組 織 血流 量 につ い て は 多 重比 較 に よる有 意

差 検 定 を行 っ た。なお、有 意 差 検 定 に は ク ラ ス カ ル ・

ウ ォ リス （Kruska1−Wa1lis）検定 を用 い た 。

4 ．結 　　果

4．1　 高 齢 被 験者 の 身 体 的 特徴

　表 1 に 男性被験者、女性被験者ご とに求め た 身体 的

特 徴 の 平均 値 お よび標 準偏 差 な らび に性 別 間の 有 意 差

を示 した、，身長、体脂肪率お よび皮
．
卜脂 肪率で 性別に

よ る有 意 差 が あ り、身長 は男 性 の 方が 女 性 よ り有 意 に

高 く、体脂 肪 率 な らび に 皮 ド脂 肪率 は女 性 の 方が男 性

よ り有意に 高い こ と が わ か る tt

表 1　 高齢被 験 者の 身体 的特 徴

被験 者 鬻
長

切

身

 

体
．
面

（kgf）
BMI

体 脂肪 率

　 （％ ）

皮 ド脂 肪 率

　 （％ ）

男　 性

女 　性

7・n．0 ± 6．668

．4 ± 5，2161

．9 ± 8．6

153．1± 4，556

．・1± 12．3

56，7± 12，121

．5 ± ’t．124

，2 ± 5．225

．O ± 5．234

．9 ± 3．9
　 ＊ ＊

16，8 ± 3．829

．3 ± 5，5

有意 差

平均 値 士 標準 偏 差 、有 意 差 は
一

： p≧O．05、s
：p 〈0．e5、＊s

：p〈 0、01
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4．2 汎用 マ ッ トレ ス と褥瘡予防寝具か ら得 られた仙

　 　 骨部 接 触 圧 と組 織 血流 量

　図 3 に は 男性被験者お よ び 女性被験者か ら得 られ た

平均 接触 圧 を有 意差検 定 の 結 果 と ともに 示 した。また、

各試料 の 標準偏差 〔± σ） をエ ラ
ーバ ー

で 示 し た。男

性被 験 者、女性 被 験 者 と もに平 均 接触 圧 は、汎 用 マ ッ

トレ ス で 高く、ウ レ タ ン マ ッ トレ ス とオーバ ー
レ イで

は、ほ ぼ 同 じ レ ベ ル で あ る。また、男性被験者の 汎用

マ ッ ト レ ス の 平均接触圧 と男性被 験 者 の ウ レ タ ン マ ッ

トレ ス の 平 均 接触圧 と の 問 （p く 0．O／）、男性被験 者の

汎用マ ッ トレ ス の 平均接触圧 と女 性被験者 の ウ レ タ ン

マ ッ トレ ス の 平均接触圧 との 間 （p く 0．D5） お よ び 男

性被験 者 の 汎 用 マ ッ ト レス の 平均 接 触 圧 と男性 被 験 者

の オーバ ーレ イ に お け る 平 均 接触圧 と の 問 （p く 0，05）

に、それ ぞれ有意 差が認め られ た。標準偏差 は汎用マ ッ

トレス の 場合、男性被験者で 30．8、女性被験者 で 25．3

で あ っ たが、ウ レ タ ン マ ッ トレ ス で はそ れ ぞ れ 4．9、

6．5、オ ーバ ーレ イ で 6，6お よ び 7，6で あ っ た。した が っ

て 、汎用 マ ッ トレ ス を使用 した 場合 に は、仙 骨 部 接 触

圧 には 被験者間差が 顕著 に 現れ、褥瘡予 防寝具 に お い

て は、被 験 者 間差 は 小 さ くな る こ とが わか る。

　 図 4 に は 男性被験者お よ び 女性被験者か ら得 られ た

平 均 組織 血 流 量 と 標 準偏 差 を示 した。男性 被 験 者、女

性被験者 と もに 平均組織血 流 量 は、汎用 マ ッ トレ ス 、

ウ レ タ ン マ ッ トレ ス 、 オ
ーバ ー

レ イの 順 に多 くなる 傾

向が み られ るが、検定 の 結 果 か らは 有意 に増 加 してい

る とは い え なか っ た 。また、女性被験者 の 方が 男性被

験 者 よ りも多 い 傾 向 に あ る。標 準 偏 差 は、汎用 マ ッ ト

レ ス で は 男性被験者が 1．0、女性被験者がO．7で あ っ た。

ウ レ タ ン マ ッ トレス で は そ れぞ れ 0．8お よ び L8で あり、

オーバ ー
レ イ で は 1．3お よび 3．Oで あ っ た。エ ラ

ーバ ー

で 示 した よ うに 組織 血 流 量 は 仙骨 部接触圧 と は 逆 の 傾

向が み られ、褥 瘡 予 防寝 具 にお い て 組織 血 流量 デ
ータ

の バ ラ ツ キ が 大 き く、被験者間の 相違が認め られ た 。

4．3　高 齢被 験 者 の 体 重、体 脂 肪 率 お よ び 皮 下 脂 肪 率

　　 と 仙骨 部接触圧 な ら び に 組織血 流量 の 関係

　 図5−1お よ び 図 5−2には、男 性 被 験 者 お よ び女性 被 験

者か ら得 られ た体重 と仙骨部接触圧 の 関係 を示 した 。

● で 示 した デ
ー

タ が 汎 用 マ ッ トレ ス 使用 時、○ が ウ レ

タ ン マ ッ トレ ス 使用 時、△ が オーバ ー
レイ に おけるデ

ー

タ で あ る。また、最 小 二 乗法 に よ る 近似 を行 い 、最 小

二 乗 回帰 直線 （以 下、回 帰 直線 とい う）を試 料 別 に 記

入した 。 回 帰直線 は 汎用マ ッ ト レス に 対 して は 実線、

ウ レ タ ン マ ッ トレ ス に対 して は破 線、オーバ ーレイ に

対 し て は
・
点破線 で 示 し た。図5−1お よ び図5−2に示 し

た汎 用 マ ッ トレ ス 使 用 時 の データ をみ れ ば、体 重 の 重

い 被験者か ら 高い 仙骨部接触圧 が 検出 さ れ る とい っ た

1肥
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図 4 　各試料か ら得 られた性別平均組織血流量 と標準偏差

単純 な関係 は認 め られ な い 。 む しろ 体重 の 軽い 被験者

にお い て 高 い 仙 骨 部接 触 圧 が 認 め られ、回帰 直 線 の 傾

き は 男性被験者、女性被験者 と もに 負で あ る 。図 5−1

の 男 性 被験 者 全 員 の 仙骨 部 接 触 圧 は 、汎 用 マ ッ トレ ス

使用時 と比 較すれ ば、ウ レ タ ン マ ッ トレ ス 使用時お よ

び オーバ ーレ イ にお い て低 い 。ウ レ タ ン マ ッ トレ ス 使

用 時お よ び オーバ ー
レ イにお ける仙 骨 部接 触圧 は 19．8

gffcm
”
か ら40．9g恥 m 切 範 囲 に 集 中 して お り、回 帰 直線

の 傾 きは小 さ く、体 重 との 関連 性 は 認 め られ ない 。図

5−2に 示 した 女性被験者 で は、男性被験者ほ ど 明確 で

は な い が、7名 中 6 名 で仙 骨 部 接 触 圧 の 低 ドが 認 め ら

れ た。ウ レ タ ン マ ッ トレ ス 使用時お よ び オ
ーバ ー

レ イ

に お け る 仙 骨 部 接 触 圧 の 範 囲 は 23．2gt／cm2 か ら 43．2

gσcm 切 ± 10gffcm2に 集中 し て お り、女性被験 者 の 場
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100

合 に つ い て も回帰直線の 傾きは 小さい
。

　 図 6−1お よび 図6−2に は、男性 被験 者 お よ び女 性 被 験

者か ら得 られた 体重 と組織 血流 量 の 関係 を示 した，，図

中 に示 した 記
．
号 な ど は図 5 と同 じで あ る。図6−1に示

した 男性 被 験 者 の 場 合、組 織 血 流 量 は、汎用 マ ッ トレ

ス 使用時で は O．2ml／min ．／ユ00g か ら2．9mlfmin／100gの 範

囲 にあ り、ウ レ タ ン マ ッ トレ ス で は O．8ml！min ．1100gか

ら3．5mYmin ．1100gの 範囲、オーバ ー
レ イの 場合は 1．3

mYmin ．！100g か ら 4．6rnVmin ／100g の 範 囲 に 分布 して い

た。体 重 に 対 す る 組織 血流 量 の 回帰 直 線 の 傾 きは、す

べ て の 試料で ［Eで ある 、 なお、ウ レ タ ン マ ッ トレ ス 使

用 時 の 体重 と組織 血 流 量 の 相 関係 数 （r） は0，855で あ

り、有意 な相関性が 認め られ た （r。，11i≒ 0．707）、，また、

回 帰 直線 の 位 置 は 、オ
ーバ ーレ イ、ウ レ タ ン マ ッ トレ

ス 、汎用 マ ッ トレ ス の 順 に 高 くな っ て お り、こ の 順 に

全体的 に組織血流 量 が 多 くな っ て い る こ とが わ か る。

特 に、破 線 の 円 で 囲 ん だ汎 用 マ ッ トレ ス 使 用 時 には 組

織血流量が O．2mlfmin．！100gお よ びO．3mlfmin．／100g と極

め て 少 ない 2 名 の 被 験 者 にあ っ て は、オーバ ーレ イに

よ っ て そ れ ぞ れ 2．3mYmin ．〆100gお よ び2．5mレmin ．〆100g

にな っ て お り、組織 1血流 量 の 顕著 な増 加が 確認 され た。
一

方、図 6−2に示 した女 性 被 験 者 の 組 織血 流 量 は、全

体的に 男性被験者 よ り多い 。また、組織血 流量は 、汎

用 マ ッ ト レ ス 使 用 時 で は 2．2mVmin ．／ユ00g か ら 4．2

mYmin ／l．00g、ウ レ タ ン マ ッ ト レ ス で は L3mVmin ．！100

g か ら 6．OrnVminVIOOg、オ
ーバ ー

レ イ の 場合 は 1．6

mVmin ．〆100g か ら 10．6ml／min ／100g の 範 囲 に 分 布 して

い る 。 ただ し、矢印で 示 した 1 名の 被験者 に あ っ て オ
ー

バ ーレ イ に お い て 組 織 血 流量 の 極 端 な増 加 が認 め られ、

こ の デ
ータを 除 け ば、す べ て の 試 料 で 1．3mYmin ．flOOg

か ら5．OmVminVIOOgの 範 囲 にあ る こ とが わか る。しか

し、全 体 的 に はデ
ータの バ ラ ツ キ が大 き く、組織血 流

と体重 との 関係性は 認め られ ない ，、

　 図7−1お よ び 図7−2に は、男 性 被験 者 お よ び女性 被 験

者か ら得 られた 体 脂肪 率 と仙 骨 部接 触 庄 の 関係 を示 し

た 。 図 中 に示 した 記 号 な ど は 図 5 と同 じで あ る。図

7−1に示 した男性 被験 者 の 結果 をみ る と汎 用 マ ッ トレ

ス 使用時に お い て は、体脂肪率 と仙骨部接触圧 問 の 相

関係 数 は
一

〇，687で あ り、有 意 と は い え な い もの の 体

脂肋 率 が 高 い ほ ど仙 骨部接触圧 は 低 くな る 傾向が み ら

れ 7di，，一方、ウ レ タン マ ッ トレ ス 使用 時お よびオーバ ー

レイ で の イIII骨 部接 触 圧 は 先 述 した よ うに19．8g〆cm2 か

ら40．gg〆cm2 の 範囲 に あり、男性被験者全員 に お い て

汎用 マ ッ トレ ス 使 用 時 よ り仙 骨 部接 触 圧 が 低 下 して い

る こ とが わか る 。体脂 肪率 を基準 に とれ ば、体脂肪率

の 高低 に と もな う褥 瘡 予防 寝具 の 減 圧 効 果 が 明 瞭 に現

れ る。特 に、体脂 肪率が 25％ 未満 の 被 験 者に お い て 仙

骨部接触圧 の 低減効果が 顕著で あ る。図7−2 に 示 した

女性 被 験 者 か ら得 られ た結 果 を み る と体 重 の 場 合 と 同

様 に 7名 中 6 名で 汎 用 マ ッ ト レ ス 使用 時 に 比 べ 、ウ レ
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タ ン マ ッ トレ ス お よ びオーバ ーレ イ にお い て 仙骨 部接

触圧 が 低 下 して い る。また、図 7−1お よび 図 7−2と図

5−1お よ び 図5−2を比較すれ ば、体重 は 性別に か か わ ら

ず 40kgf弱 か ら80kgf弱 の 同 程 度 の 範 囲 に あ る が、体

脂肪率の 範囲 は 男性被験 者 で は 17．1％ か ら31，7％、女

性 被 験 者 で は29．9％ か ら41．7％ で あ り、性別 に よ る相

違 が み られ る。こ の こ とか ら も女 性被験 者の 体脂肪率

が 有意 に 高い （p＜ 0．Dl） こ とが 理解 で きる 。また、

図 7−2と図5−2を比 較 す れ ば、体 重 60kgf未満 の 女性 被

験者 5 名に お い て 体重 と体脂肪率 の 関係が 異 な っ て お

り、体 重 と体脂 肪 率 で は傾 向 が異 な っ て い る。

　図8−／お よ び 図8−2に は、男性被験者お よび女性被験

者か ら得 られ た 体脂肪率 と組織血流量の 関係を示 し た。

図 中 に示 した 記 号 な ど は図 5 と 同 じで あ る。図 8−1に

示 し た 男性被験者の 汎用 マ ッ ト レ ス 使用 時の 回 帰直線

の 傾 きは正 で あ り、仙 骨 部接 触 圧 と は逆 に体 脂 肪 率 が

高い ほ ど組織血流量 は増加する傾向に あ る。ウ レ タ ン

マ ッ トレ ス の 場合は、汎用 マ ッ トレ ス に 比べ れ ば 関係

性 は低 ドして お り、オーバ ーレ イ で はデ
ー

タ の バ ラ ツ

キ が 大 き く、関係性 は 認め ら れ な い 。また 、回 帰直線

の 位 置か ら、図6−1に示 した結 果 と同様 にオーバ ーレ

イ、ウ レ タ ン マ ッ トレ ス 、汎用 マ ッ トレ ス の 順 に 組織

血流 量 が 多 くな る 傾 向が み られ る。また、破 線 の 円で

示 した よ うに体脂肪率が 20％ 未満の 2名の 被験者の オ
ー

バ ーレ イ に お ける組 織血 流 量 の 増 加 が 著 しい 。こ の 2

名の 被験者は 、図 6−1に 破線の 円で 囲ん だ 被験者 と一

致 して い た。図 8−2に示 した 女性 被 験 者 の 場 合 は、図

6−2に 示 した 結果 と同様 に デ
ータが 混 在 して お り、試

料 に よ る 特徴 は み られ ない 。

　 図 9−1お よび図 9−2に は、男 性 被 験 者 お よび 女性 被 験

者か ら得 られ た 皮下 脂肪率 と仙骨部接触圧 との 関係 を

示 した。図 中 に示 した記 号 な どは図 5 と同 じで あ る。

図 7 に 示 した体脂肪率 の 範囲 は、男性被験者が 17．7％

か ら31．7％ で あ り、女 性 被 験 者 が 29．9％ か ら41．7％ で

あ っ た の に 対 し、皮
．
ド脂 肪 率 は、そ れ ぞ れ 11．4％ か ら

22．3％、23．5％ か ら39．5％ とな っ て お り、皮下 脂肪率

の 方が 小 さ な値 と な っ て い る。図 9−1に示 した 男 徃 被

験者の 場合、汎用マ ッ トレス に お い て、皮下脂肪率 と

仙 骨 部接 触圧 か らは
一

　O．699の 負の 相 関 係 数 が得 られ、

統計的 に 有意 な相 関性 は確認 さ れ なか っ た もの の 皮 下

脂 肪 率が 高い ほ ど仙骨部 接触圧 は低 くなる傾向が み ら

れ る。また、図 9−1は 図 7−1と酷 似 して お り、図7−1の

結果で 述べ た よ うに ウ レ タ ン マ ッ トレ ス お よ びオ
ーバ ー

レ イに お い て は回帰 直 線 の 傾 きは小 さ く、皮 下脂 肪 率

の 高低 と仙 骨部接触圧 との 問 に 関連 性 は み られ ない 。

図 9−2の 汎 用 マ ッ トレ ス 使用 時に 女性被験者か ら得 ら

れ た 結果をみ る と男性被験者ほ ど明確で は な い が 皮下

脂肪 率が高い ほ ど仙骨部接触圧 は低 くな る 傾向にある 。

また、図5−2お よ び 図 7−2に 示 した結 果 と同 様 に 7 名 中

6 名の 被験 者で 汎 用 マ ッ トレ ス 使用 時 に 対 し、ウ レ タ
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図 10−1　 男性被験者の 皮下脂肪率 と組織血流量 の 関係
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図10−2　女性被 験者 の 皮下 脂肪 率 と組 織血 流量 の 関係

ンマ ッ トレ ス 使用 時お よ び オ
ーバ ー

レ イで の 仙骨部 接

触圧 が低
．
ドして い る。図9−2と図 7−2を比 較 す れ ば 2 名

の 被験者で 体脂肪率 と皮下 脂肪率 の 位置関係が 変化 し

て い る が、全 体 的 な傾 向 は類似 して い る。

　 図 10−1お よ び図 10−2に は、男性 被 験 者 お よび女 性 被

験者か ら得 られ た皮下 脂肪率 と組織血 流量 との 関係 を

示 した。図 中 に示 した記 号 な どは 図 5 と同 じで あ る。

図10−1の 男性被験者か ら得 られ た結果は、体脂肪率 と

組 織 血 流 量 との 関 係 を示 した 図 8−1の グ ラ フ と 酷 似 し

て い る 。ま た、破 線 の 円で 囲 ん だ皮 下 脂肋 率 が 10％ 台

の 2 名 の 被 験 者 の 組 織 血 流 量が 汎 用 マ ッ トレ ス 使 用 時

に 比 べ 、オーバ ー
レ イ に お い て 大 幅 に増加 して い る。

図10−2の 女性被験者 の 結果に つ い て は、2 名の 被 験 者

で 体 脂肪 率 と皮
．
ド脂肪 率 の 位 置 関係 が 変化 して い る が、

全 体的 な傾 向 は 図 8−2に 示 した 体脂 肪率 と組織 血 流 量

の 関係 と類 似 して お り、体 脂肪 率 と 皮下脂肪 率 に対 す

る 組織血流量 の 傾向は本質的に同 じ もの と考え られ る。

　図 llに は、男性被験者お よ び 女性被験者の 体脂肪率

と皮 ド脂 肪 率 との 関係 を示 し、性 別 ご とに 回帰 直 線 と

相関係数 を記人 し た。実線が 男性 被 験 者の 1司帰直線 で

あ り、t 点破 線 が 女性 被 験者 の 回帰 直線で あ る t．、また、

記号 ra’で 男性被験者か ら、記 7V　r 〒で 女 性 被 験 者 か ら

得 られ た 相関 係数を示 した が、そ れ ぞ れO．993、0，926

もの 数値が 得 られ、両 者間 に は 極め て 高 い 相 関 関係 が

成 立 して い る。
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図11　高 齢被 験者 性別 の 体脂肪率 と皮下脂 肪の 関係

5．1

5 ．考　 　察

汎 用 マ ッ トレ ス と褥 瘡 予 防 寝 具 使 用 時 に お け る

仙 骨部接触圧 と組織血流量

　図 3 に示 した よ うに、汎 用 マ ッ トレス 使用 時 に比 べ 、

ウ レ タ ン マ ッ トレ ス 使用時 な らび に オーバ ー
レ イ に お

け る仙 骨 部接 触圧 は、男 性被 験 者、女 性 被験 者 と も に

低下 して お り、褥瘡 予 防寝具 の 減 圧効 果 が認 め られ た。

特に、こ の 傾向は 男性被験者にお い て 顕著で あ っ た 。

具 体 的 に は、汎用 マ ッ トレス 使 用 時 に男性 被 験 者 か ら

得 ら れ たイ［11骨部接触 圧 は、最小値 が 57．OgYcm2、最大

値 が 146．4gi／cm2 、平 均 接 触 圧 は 9．　8．lgf／cmZ で あ っ た。
一

方、ウ レ タ ン マ ッ ト レス お よ び オ
ーバ ー

レ イに お け
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る仙骨 部接触圧 の 範囲 は 19．8gfrcm2か ら40．9gffcm？で あ

り、平均接触圧 は 30．6gffcm2で あ っ た。女 性被験 者 の

場合 は、汎用 マ ッ トレ ス 使用 時 に は 、仙骨部接触圧 の

最 小 値 が 22．Ogflcm1、最 大値 が 104．7gYcrn1、平 均 接 触

圧 は 62．5gttcmZで あ っ た 。 こ れ に 対 し、ウ レ タ ン マ ッ

トレ ス お よび オーバ ー
レ イにお け る仙 骨 部接 触圧 の 範

囲 は 23．2gticm’か ら43．2gffcm”で あ り、平均接触圧 は

33．2gt／cm2 で あ っ た。

　平均接触圧 で 評価すれ ば、汎 用 マ ッ トレ ス に 対 し て

ウ レ タ ン マ ッ トレ ス お よ び オーバ ーレ イで は、仙骨 部

接触圧 は男性被験者で 約69％、女性被験者で 約47％低

下 して い る こ と に な る。Landisに よれ ば、細 動 脈枝

の 平均圧 は 32mmHg で あ り、こ の 数値 を根拠 に 褥瘡

発 症 の 閾値 と して 32mmHg が 重 要 視 さ れ る ケース も

多 い
12．z°−2

  32mmHg は約42gt／cm ”

に 相当す る 。
　 Landis

の 説 に した が えば、今回 の 実験 に用 い た ウ レ タ ン マ ッ

トレス の 使用 や オーバ ー
レ イ に お い て は、全 被験 者 15

名 の うち、14名の 被験 者で 仙 骨 部接触圧 は 42g σcm 似

下 を示 して お り、多 くの 被験者は褥瘡 の 発症 を回避 で

きる もの とい える 。 また、図 3か ら汎 用 マ ッ トレ ス 使

用 時 の 平均 接触 圧 は、有意 で は な い もの の 男性 被験 者

の 方 が女性 被 験 者 よ り高 い 傾 向に あ る。表 1 をみ れ ば、

平 均 体 重 は女 性 被験 者 が 56．7kg、男 性 被 験 者 が 56．4kg

で あり、わずか なが ら女性の 方が 重 い に もか か わ らず、

男性被験者の 仙骨部接触圧 は 98．lgffcmUで あり、女性

被 験 者 の 仙 骨 部 接 触 圧 は 62．5gfrcm”で あ る。女 性 被 験

者の 仙骨部接触圧 は男性被験者の 60％ 程度で あ る 。 こ

の こ と か ら、汎 用 マ ッ トレ ス に仰 臥 した際 には、男 性

被験者の 方が 女性被験者 よ り大きな圧迫力を寝具か ら

仙 骨 部 に 受け て い る もの と考え られ る。一
方、ウ レ タ

ン マ ッ トレ ス お よ びオーバ ー
レ イの よ うな軟 らか い 寝

具 を 使用 し た と きの 仙 骨 部 接触圧 は 女性被験 者の 方が

男 性 被験 者 よ りわず か に 高い 。平均 体 重 が 仙骨 部接 触

圧 の 検出結果 に 反映 され て い る もの と考 え られ る 。 な

お、図5−1、図 7−1お よび 図 9−1に示 した結果 か ら男 性

被 験 者の 汎用 マ ッ トレ ス 使用 時に お け る仙 骨部接 触圧

に 対 す る 関係 性 は体 重 よ り も体 脂肪 率 や 皮下脂 肪 率 の

方 が 良 好 で あ る こ とか ら性 別 に よる 体 脂 肪 や 皮 下脂 肪

などの 皮下 軟部組織量 の 違い が仙骨部接触圧 の 結果に

影 響 を与 え て い る もの と考 え られ る。

　
一

方、図 4 に 示 した男性被験 者の 平均組織血 流 量 は

汎 用 マ ッ トレ ス で 1．3mYmin ．1100gで あ り、最 小 値 は

O．2mYmin ．！100g、最 大 値 は2．9mYminAOOg で あ っ た。

こ れ に 対 し、女性被験者か ら得 られ た 組織血流量 の 範

囲 は2．2mYmin ！lOOgか ら4．2mVminAOOg で あ り、平均

組織血 流量は 3．Oml／min ／100g で あ っ た。平均組繊血 流

量 に は、性 別 に よ る有 意 差 は認 め られ なか っ た もの の

汎 用 マ ッ ト レ ス 使用 時の 組織血 流量 は 男性の 方が 女 性

よ り も少 ない もの と思 わ れ る 。 ウ レ タ ン マ ッ トレス に

お い て も 男性 被 験 者 の 平 均 組 織 血 流 量 は 1．6mYmin ．f

100g、女性被験者 の 平均組織血 流量 は3．OmVmin ．！100g

で あ り、女性 被 験 者 の 方 が 男性 被験 者 よ り多 い 。オ
ー

バ ー
レ イ の 場合、男性被験者 の 平均組 織 血 流 量 は 2．8

mVminJlOOg で あ り、汎 用 マ ッ トレ ス お よび ウ レ タ ン

マ ッ トレ ス 使用時 に 比 べ て 、そ れ ぞ れ 約2．2倍 お よび

約 1．8倍 増 加 して お り、汎 用 マ ッ トレ ス 使用 時 に対 し

て 大 幅 に 増 加する 傾 向が み られ た。女性 被 験 者 に あ っ

て も、平 均 組織 血 流 量 は 4．2mYminJIOOg で あ り、汎 用

マ ッ トレ ス お よ び ウ レ タ ン マ ッ トレ ス 使用 時 の 3，0m レ

min ／100gに比 べ 、1．4倍の 組織 血流量 が検出 され た 。

ま た、男性 被験 者に お い て は、汎 用 マ ッ トレ ス 使 用 時、

ウ レ タ ン マ ッ トレ ス 使 用 時、オ ーバ ーレ イ の 順 に 組織

血 流量 が 多くな る傾向が ある e しか し、女 性被験 者に

お い て は、図 3 に示 した よ うに 減圧 効果に は 明確な違

い が あ る に もか か わ らず、汎用 マ ッ トレ ス 使 用 時 と ウ

レ タ ン マ ッ ト レ ス 使用 時 の 組織 血 流 量 は 3．OmVmin ／

100g と全 く同 じで あ っ た。今 回 の 実 験 結 果 を 見 る 限

りにお い て は 、女性被験者に あ っ て は単純 に 仙骨部接

触 圧 を低 減 する だ けで は、組 織 血 流 量 の 増 加 を図 れ な

い こ と に なる。なお 、ウ レ タ ンマ ッ ト レ ス を使用 し た

場 合、男 性被 験 者 8 名 中 の 6名、女性 被 験 者 で は 7 名

中の 2 名で 汎用マ ッ トレ ス 使用時 よ り組織 血流 量 の 増

加が 認め ら れ た が 、 オ
ーバ ー

レ イ で は、男性被験者 8

名 中 の 7 名、女 性 被 験 者 は 7 名 中の 5名 にお い て 汎 用

マ ッ トレ ス使用 時よ り組織血流 量 は 増加 して い た。オ
ー

バ ーレ イに よ り全 被 験 者 の 80％ で 組 織 血流 量 が 増加 し

て お り、 多くの 被験者 に お い て オ
ーバ ー

レ イの 方が ウ

レ タ ン マ ッ トレス 使 用 時 よ り も組織 血L流 量 の 増加が 認

め られ た。先行 研 究 にお い て も、こ れ と同様 の 結 果 が

得 られ て お り、シ
ー

プ ス キ ン と ウ レ タ ンマ ッ トレ ス の

よ う な静 止 型 の 褥 瘡 予 防寝 具 を併用 した場 合 には、組

織血 流量 が 増加する こ とが実験的に 示 さ れ て い る 牲、

こ の 原 因 と して は、シープ ス キ ン の 使用 に よ る被験者

の 肩甲骨部付近 か ら両 脚膝部付近 にか け て の 寝具の 硬

度 変 化 や厚 み の 変 化 に よ っ て 生 じる被 験 者全 身の ア ラ

イ メ ン ト変 化
25
や シ

ープ ス キ ン を構 成 す る 羊 毛繊 維 の

影響、すな わ ち、羊毛繊維 の 保温性 や皮膚 との 物理的

柑 互 作 用 な どが 考 え られ る
U‘，ZS／。こ の 点 につ い て は、

今後詳細に 検討 を進 め た い 。

5．2　高 齢者 の 身体 的 特 徴 と仙 骨 部 接 触圧 と組 織 血 流

　　 量の 関係

　高齢被験 者 の 身体的特徴 の 平均値 を性別 に 求め、有

意差検定を行 っ た 結果 を 表 1 に 示 した。年齢、体重、

BMI に は性 別 に よ る統 計 的 な有 意 差 は な く、身 長、

体脂 肪率お よ び皮 下 脂肪率 に お い て 有意 差 が 認 め ら れ
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た。こ れ らの 中で 仙骨 部接 触圧 お よび組織血流 量 に 影

響 を与 える 因子 と して、体重、体脂肪率お よ び 皮下 脂

肪 率が 考 え られ る。そ こ で、こ れ らと仙 骨 部接 触 圧 お

よ び 組織1血流 量 の 関係 を調 べ た。

　 図 5−1お よ び 図 5−2に示 した よ うに汎 用 マ ッ トレ ス 使

用時 に お ける 体重 と仙骨部接触圧 に は 、 男性被験者、

女性被験 者 とも に負 の 傾 きの 回帰 直 線が 得 られ、体 重

の 軽 い 被験 者 ほ ど仙 骨部接触圧 は 高くな る傾 向が み ら

れ た、こ れ は 痩せ 型体 形 の 被験 者 に あ っ て は 、仙 骨 部

の 凸 形 状 が よ り明 瞭 に 現 れ る た め、集 巾的 な応 力 が 仙

骨部 に 加わ る こ と に よ っ て 牛 じた もの と 考え られ る 。

また、図 5−1と図 5−2を比 較 す れ ば、男 性 被験 者 の 方が

ウ レ タ ン マ ッ トレ ス の 使用や オ
ーバ ー

レ イに よ る 仙骨

部 接 触 圧 の 低 減効 果 は高 い とい え る。

　図6−1お よ び 図6−2に、性別に 被験者の 体重 と組織血

流 量 の 関係 を示 したが、男 性被 験 者 で は、い ず れの 試

料 に お い て も体重が重い ほ ど組織i血流量が 多くなる 傾

向が あ る、、こ れ は 図5−1の 傾 向 と は逆で あ り、仙骨部

接触圧 の 低下 に と もな い 組織ti皿流 量 が 増加 し た 叮能性

が あ る 。また、オーバ ーレ イの 回帰 直 線 は 、汎 用 マ ッ

トレ ス お よ び ウ レ タ ンマ ッ トレ ス の 回帰直線 よ り明 ら

か に上 方に位置 して い る 。 こ の こ とか ら もオーバ ーレ

イ に お い て 組 織血 流が 多い こ とが わか る。な お、先 述

した よ うに 破 線の 円 で 囲ん だ 汎用 マ ッ トレ ス 使 用 時 に

は極め て 組織 血流 量 の 少ない 2 名の 被験者は、オーバ ー

レ イに よ っ て 約 8 〜ll倍 もの 組織 血 流 量の 増加が 認め

られ た。ま た、男 性 被 験 者 の み に ウ レ タ ン マ ッ トレ ス

使用 時 に お い て 有 意 な相関性 が 得 られ た （図6−1）。推

測 で は あ る が、図 8−1お よ び 図 10−1に 示 した ウ レ タ ン

マ ッ トレ ス で の 測定結果か ら も体脂肪率や 皮下 脂肪率

の 高い 被験者 ほ ど組織 血流量が 多い 傾向が 認 め られ る

こ とか らウ レ タ ン マ ッ トレ ス を用 い た場 合 に は、そ の

減圧 効果に よ り体重 や 体脂 肪、皮 下 脂肪の 豊 か な被．験

者 に本 来 的 に 多 く流 れ る べ き翻 織 血 流 が確．保 さ れた た

め で は な い か と考 え られ る。こ の 点 に つ い て は、さ ら

に 多くの 被験者 を 用 い た 実験的検討 を 行い た い 、， 図

6−2に 示 した 女 性 被 験 者 の 場 合 に は、体 重 と組 織 血 流

量 と の 問 に は 関 連性が 認 め ら れ ず、汎 用 マ ッ ト レス 使

用 時、ウ レ タ ン マ ッ トレ ス 使 用 時 お よ び オーバ ーレ イ

に お け る デ
ー

タ は 混在 して い る、，体重 の 範囲は男性被

験 者 と 大 きな開 きは ない もの の デ
ー

タ の 傾 向は 異 な っ

て お り、体 重 を基 準 に 考 えれ ば、組 織 血流 量 の 傾 向 に

は 性差が み られ る もの とい え る、，

　図 7−1に は 男性 被 験 者 の 体脂 肪 率 と 仙 骨 部 接 触 圧 と

の 関係 を 示 し た 。 男性被験者 の 体脂肪率 は 最小値が

17．1％ で、最 大 値 が 31．7％ で あ っ た。図 5−1に示 し た

汎 用 マ ッ ト レス 使用 時 に お ける 体重 と仙骨部接触圧 と

の 関 係 と比 べ れ ば、傾 向が 異 な っ て い る。す な わ ち、

体脂肪率の 高低 と仙骨部接触圧 が ほ ぼ対応 して お り、

体脂肪率の 低 い 被験者ほ ど仙骨部接触圧 は 高 くな っ て

い る こ とが わ か る。体 脂肪 率 と仙骨 部 接 触 圧 に は 関連

性が あ る もの と 考 え ら れ る 。 こ れ は 体．重 の 軽い 被験 者

が 必 ず し も体 脂 肪 率 が低 い わ けで は な い ため に 生 じた

結果で ある 。

．一
方、ウ レ タ ン マ ッ トレ ス 使用時や オ

ー

バ ーレ イに お い て は、汎用 マ ッ トレ ス 使 用 時 よ りもか

な り低 い 仙骨部接触圧 が 検出 さ れ、先述 した よ うに

19．8gttcrnuか ら40．9gffcmzの 範 囲 に 集 中 して お り、回帰

直 線 の 傾 きは小 さい 。す な わ ち、ウ レ タ ン マ ッ トレ ス

や オ
ーバ ー

レ イ な ど褥瘡予 防寝具 を使用 した 場合 に は、

寝 具 の 減 圧 効果 に よ り、体 脂 肪率 の 高低 にか か わ らず、

仙骨部接触圧 は
一

定の 範囲内に 納まっ て お り、仙骨部

接 触 圧 に 対す る体 脂 肪 率 の 影 響 は解 消 され て い る。ま

た、グ ラ フ か ら体脂肪率の 低 い 被験者ほ ど寝具に よ る

仙 骨 部 接触 圧 の 低 減 効 果 が大 きい こ とが わか る。した

が っ て 、仙骨部接触圧 の 低減化 を 目的に ウ レ タ ン マ ッ

トレ ス の よ うな軟 らか い 寝具 を使川 す る こ とは 体脂肪

率の 低い 男性被験者に お い て 効果的 で あ る とい え る。
一

方、図 7−2 に示 した 女性 被 験 者 の 結 果 は、図7−1の 男

性被験者 とは 異な っ た 傾向がみ られ、汎用マ ッ トレ ス

使用 時 に お け る体脂肪率 と仙骨部接触圧 の 間 には 関連

性 は 認め られ な い 。女 性 被験 者の 体脂 肪率 は 最小値 で

も29．9％ で あ り、最 大 値 で は 41．7％ で あ る。男性 被 験

者 と比 べ れ ば か な り高い 。こ れが デ
ータに反 映 した も

の と考えら れ る 。 すなわ ち、体脂肪率が 30％ を超える

被 験 者 に あ っ て は、皮 下軟 部紐 織 量 の 影 響 に よ り仙 骨

部 に 大 きな応 力 が 加わ らず、仙 骨 部接 触 圧 と体 脂肪 率

と の 関 係性 が成 立 しな い もの と考 え ら れ る。女 性被験

者 は体脂肪率が 男性に 比べ 有意 に 高い た め、仙骨部接

触圧 の 低減効 果が 明確 に 現 れ なか っ た もの と考えら れ

る。

　図 8−1お よ び 図8−2に は 、性 別 に 被験 者 の 体脂 肪 率 と

組 織 血 流 量 の 関係 を示 した。図8−1に 示 し た 男性被験

者の 場合、全体的 に は バ ラ ツ キ はみ られ る もの の 汎用

マ ッ トレ ス か ら得 られ た 体脂肪率 と組織血 流 量 との 聞

に は、仙 骨 部接 触 圧 とは 逆 に 体 脂 肪 率が 高 い ほ ど組織

血 流 量 は 多 くな る 傾 向が み ら れ る 。 ウ レ タ ンマ ッ ト レ

ス お よ び オーバ ーレ イ に お け る 組織 血流 量 の データ は

広 い 範囲に 分散 して い る。な お、先述 した ように ウ レ

タ ン マ ッ トレ ス お よ び オ
ーバ ー

レ イ に よ っ て 8 名中 6

名 お よび 8 名 中 7 名の 被験 者 で 組織 血 流 量 の 増 加が み

ら れ る、特 に 、図8−1に 破 線 の 円で 示 し た体脂肪率 が

20％ 以 下 の 2 名 の 男 性 被験 者 は、先述 した 汎 用 マ ッ ト

レス 使用時に 比 べ 、オーバ ーレ イで 約 8 〜工1倍の 組織

血 流 量 の 増加が 認 め られ た被験者 で あ り、図 6−1に破

線の 円 で 囲 ん だ被 験 者 と一激 す る、、こ の 2名 の 被験 者

は、か な り体脂 肪率の 低い 被験者で あ る こ とが わ か っ
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た 。 図8−2に 示 した 女性被験者の 結果は 、 汎用マ ッ ト

レ ス 、ウ レ タ ン マ ッ トレ ス お よび オーバ ーレ イ で大 き

な変化 は ない 。男性被験者 と の 体脂肪率 の 違 い が 図

8−2の 結 果 に現 れ た もの と 考 え られ る。す な わ ち、体

脂 肪 率 が30％ を超 える よ うな場 合 に は、組織 血流 量 の

観点か らは褥瘡予 防寝具 の 使用 に よる効果 が発現 しな

い もの と考え られ る。以上 の 結 果 か ら、体脂 肪率が 20

％ を下 回 る よ うな体形で あれ ば、褥瘡 予防寝具 の 利用

に よ る紅織 血 流 量 の 増加 が 期待 で きるが、30％ を超 過

す る よ うな 体形で あれ ば、汎用 マ ッ ト レス に お い て も

褥 瘡 予 防寝 具 にお い て も組 織 血 流量 に は大 きな変 化 は

生 じない もの と考 え られ た 。　　
唱

　図 9−1お よ び 図 9−2に は、性別 に被験 者の 皮下脂肪率

と仙 骨部接 触圧 の 関係 を示 し た。図9−1に 示 し た男性

被 験 者 の 結果 は、図 7−1に示 した 結 果 と 酷似 して い る 。

図9−1に 示 した よ うに 汎用マ ッ トレ ス 使用時 に お い て

皮 下脂肪率の 低 い 被験者ほ ど高い 仙骨部 接触圧 が検 出

さ れ て い る。一
方、ウ レ タ ン マ ッ トレス お よ びオ

ーバ ー

レ イ で は 、関係 性 は み ら れ ない 。なお、グ ラフ か ら体

脂 肪率の 結果 と同様 に、こ れ らの 寝具の 利用 は皮下 脂

肪率 の 低 い 人 ほ ど有効 で ある とい える 。 図9−2の 女性

被 験 者 の 結 果 を 図7−2に 示 した 結 果 と比 較 す れ ば、2

名 の 被験者で 体脂肪率 と皮 下脂肪率 の 高低関係 が 変化

して い る が、全 体 的 な傾 向は 比 較 的似 て い る。女 性 被

験者 に あ っ て は、7 名中 6 名の 被験 者で 皮下脂肪率が

25％ を超過 して お り、豊富 な皮下軟部組織に よ り集中

的 な応 力 が緩 和 され る た め に、仙骨 部 接 触 圧 と皮
．
ド脂

肪率 と に 明確 な 関連 性は 観察 さ れ な か っ た もの と考 え

ら れ る。

　 図10−1お よび 図10−2に は、性別 に被 験者の 皮 下脂 肪

率 と組織血流量 の 関係を示 した 。 図10−1に示 した 男性

被 験 者 の 結 果 か ら、汎 用 マ ッ トレ ス や ウ レ タ ン マ ッ ト

レ ス で は 皮 ド脂肪率の 低い 被験者ほ ど組織亅血流 量 は 少

な くな る傾 向 が み られ る。こ れ は、図8−1に示 した傾

向と よ く　
・
致 して い る 。　

・
方、オーバ ー

レ イの 場合 は、

皮下 脂肪率に か か わ ら ず、広 い 範囲 に デ
ー

タ が分散 し

て い る。また、体 脂 肪率 と組織 血流 量 の結 果 と同様 に、

破線 の 円 で 囲ん だ 皮 下 脂肪率が ll．4％、12．1％ とか な

り低 い 2 名の 被験 者 にお い て オーバ ーレ イで の 組 織 血

流 量 が 大 幅に増加 して い る。したが っ て、男性被験者

につ い て は 、皮下 脂肪率を基準 に考えて も、体脂肪率

を基 準 に して も得 られ る 結果 は 同等 で あ る と考え られ

る，、図 10−2に は 女性被験者か ら 得 ら れ た 結果 を 示 し た

が、図8−2に示 した結 果 と 同様 に、試 料 に よ る相 違 は

明確で は ない
。 女性被験者 は 男性被験者 に 比べ て 、 皮

下 脂 肪 率 も有 意 に高 い 。こ れが、図 10−2に示 した結 果

に 現 れ た もの と考えら れ る 。 皮 ド脂肪率 に つ い て は 25

％ を超 える よ うな場 合 に は、組 織 血流 量 に大 きな変 化

は み られ な い もの と考 え られ る 。

　以 上 の 結 果 か ら、体重を基準に考える よ りも体脂肪

率あ る い は皮下 脂肪率 を基 準に 考え る 方が仙 骨 部 接 触

圧 お よ び 組 織 血 流量 と の 関係 性 を 明 瞭 に 示せ る こ とが

わ か っ た。つ ま り、図 6 か ら図 9 に示 した よ うに汎 用

マ ッ トレ ス 使用 時に お い て は、体脂肪率また は 皮下 脂

肪 率の 低 い 被 験 者 ほ ど大 き な圧 迫力 を寝 具 か ら仙 骨 部

に 受けて い る こ とが わ か る。そ して 、こ の 強い 圧 迫 力

に よ り皮 下 微 小 循 環系 が圧 迫 され、そ れ に よ っ て 組 織

血 流 量 が 低下 し て い る もの と考 え られ る
Z
％ また、体

形 的 には、褥 瘡 発症 に とっ て 脂 肪組 織 量 が 貧弱 な 「る

い そう」も大きな危険因 r一の 一
つ で ある が、今回の 実

験的 検討結 果 か ら、こ の 事実を説明 で きる もの と考え

られ る
L

％

　 また 、図 7 お よ び 図 9 、図 8 お よ び 図 10か ら類 似 し

た結果が得 られ た 理 山 と して は、図 11に示 した よ うに

体脂肪率 と皮 ド脂肪率間 の 相関性に ある と考えられ る 。

両 者間 に は 極 め て 高 い 相 関 関係 が成 、Zして い る。した

が っ て 、仙 骨 部 接触圧 や 組織血 流 量 と の 関係 を体脂肪

率 あ るい は皮 下 脂 肪率の どち らの フ ァ ク ター
で 検 討 し

て も類似 した 結果が得 ら れた もの と考えられ る 。 特 に 、

男 性 被 験 者 に お け る相 関係．数 は、0．993で あ る。こ れ

が 図7−1と図 9−1な ら び に 図8−1と図 10−1が 酷似 し た理

由で あ る と考 え ら れ る 。

6 ．結　　言

　褥瘡の 最好発部位で あ る 仙 骨部に 注 目 し、高齢者 を

被 験 者 と して 褥 瘡 予 防寝具 に es　tlt仰 臥 し た と き に人 体

仙 骨部に 加 わ る接 触圧 （仙 骨部接触圧 ） と組織血 流 量

を同時に 計測 し、被験者の 身体的特徴 との 関係 につ い

て 検討 した。試料 に は、ウ レ タ ン マ ッ トレ ス 、オーバ ー

レ イ お よ び 比 較試料 と し て 汎 用 マ ッ ト レ ス の 3種類 を

選 定 した。

　平均接触圧 は、汎用マ ッ トレス で 高く、ウ レ タ ン マ ッ

トレ ス とオ
ー

バ
ー

レ イ は ほ ぼ 同 じ レ ベ ル で あ っ た 。 な

お、汎 用 マ ッ トレ ス 使 用 時 に お い て は、男 性被 験 者 の

方が 女性被験 者 よ り大 きな仙骨部接触圧 を受 けて お り、

体 脂 肪 率 や皮 下 脂 肪 率 な ど の 皮 下軟 部組 織 量 の 違 い が

影響 を及ぼ して い る もの と考 え られ た。

　平均組織血 流 量は、汎用 マ ッ トレ ス、ウ レ タ ン マ ッ

トレ ス 、オーバ ー
レ イの 順 に 増 加 する 傾 向が み られ、

女性被験者の 方が 男 性被験者 よ りも多い 傾 向に あ り、

仙 骨 部の 受 け る ダ メ ージ は 女性 よ り も男性 の 方 が大 き

い もの と推察 され た 。 また、ウ レ タ ン マ ッ トレ ス 使用

時 と オーバ ーレイ を比較 す れ ば、多 くの 被験 者 にお い

て オ
ーバ ー

レ イ に お い て 組織血 流 量 の 増加が 認 め ら れ

た tt
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木村　裕和 他 ：高齢被験 者の 仙 骨部接 触圧 と 組織血 流 量 に 及 ぼ す褥瘡予 防寝 具 の 効 果 と身体 的 特徴 との 関係

　 次 に、高 齢 被験 者 の 身体 的特 徴 と仙 骨 部接 触 圧 お よ

び組織血 流量 との 関係性 に つ い て 考察 し、体重、体脂

肋 率お よ び皮下脂肪率が仙骨部 接触圧 お よび組織血 流

量 に 与え る 影響を調 べ た。そ の 結 果、体脂 肪率お よ び

皮 下脂 肪 率 と 仙骨 部接 触圧 な らび に組織 血 流 量 と の 関

係か らは類似 した結果が得 られ、汎用 マ ッ トレ ス 使用

時に は、脂肪組織量 の 低い 被験者 ほ ど大きな仙骨部接

触圧 を受 けて お り、この 大 きな圧 迫 力 に よ り皮 下微 小

循環系が 圧 迫 を 受け、組織 血 流 量 が 低下 し て い る もの

と考 え られ た。
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